





















この二重語は、ギリシア語    	
‘ 	
 ’（主の家）
の   が語源である。このギリシア語は、中世ギリシア語において
 （	
















































0 州東部の町でかつてカナダの金産出の中心地であった # "
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 ）の「ヨハネの福音書」章第節の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つ%種の )  *と呼ばれる金貨を発行している。最初のものは 
  























































（   ）と第  章第  節（   ）及び第  章第 節
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 欽定訳
（下線部は筆者による）

























































































章第節で“	     ”（	   
	   	  	  	 おいしい食べ物をむさ
ぼって食べるな。食べすぎは不健康の元で、大食は、腹痛を起こす。）と訳
している。しかし、この語義は世紀初めを最後に廃義となっている。また、















































（    
）の翻訳で、チョーサーによって前半部が訳された
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	の『古老の船乗り』（     ）の第部にお
いても見受けられる。
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わる。例えば、 %  は文字通り｢大きな音をたてる｣という意味であ
るが、現代の俗語では「無礼な音をたてる」「ゲップをする」ことである。し
かし、 % は「無礼な音」のニュアンスが消え、考えや気持ちを
「口に出して主張する」意味になり、 %   や %
 ! の表現が可能となる。｢騒音｣の意味は借入時から取り入れて
おり、借入時ごろから （静かに、内密に）の表現があった。
「吐き気」「嫌悪」を意味するは、今でも「船酔い」をも意味する。
&世紀中ごろにラテン語から借入し、世紀にはもともとの意味である
「船酔い」での使用例が見られる。派生語として、医学用語の（悪心
を起こさせる〈薬〉）や、動詞（吐き気をもようす）、形容詞
（むかつかせる、吐き気をもようした）が生じている。実際に吐く行為の動詞
はである。この語はラテン語 '（吐く）から世紀前半に借入さ
れている。
